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目標：安心して暮らせるまちを作るために・・・ 

課題：①ニーズの多様化に対応できるか 

    例えば 

     ・除雪の件 

     ・ゴミステーションの件 

     ・公共交通の件 

     ・医療の件 

     ・在宅介護の件 外、様々な市民からの要求 

   ②成果主義に偏っていないか 

    例えば 

     ・町内会活動の件 

     ・社会的弱者の疎外 

 

□この先１０年間、どうやって・・・ 

市民の意識改革の推進 

「やってくれない～から～やらなければならない」への脱却 

   －公助に頼り過ぎない（？）ほぼ、頼らなくても良いコミュニティづくりー 

   ・知らない→教える 

   ・気づかない→気づかせる 

   ◇都会のイメージ：人間関係が煩わしい、面倒。 

      近所付き合いが、ますます希薄になると予想するひと  ８５％ 

     しかし 

      近所付き合いが、盛んになることを理想とするひと   ８４％ 

（２００６厚労白書） 

 

□タイムリーな事業の実施 

   例○防災訓練 ・住民同士のつながり 

         ・地域リーダーの発掘、育成 

         ・災害弱者の存在、居場所 

         ・社会資源の発掘    などなど 

 

＝ ユニバーサル社会のスタート ＝ 
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・「テーマ１ 安心な社会の実現戦略」 １－２ 社会的包摂と社会参加・「テーマ１ 安心な社会の実現戦略」 １－２ 社会的包摂と社会参加・「テーマ１ 安心な社会の実現戦略」 １－２ 社会的包摂と社会参加・「テーマ１ 安心な社会の実現戦略」 １－２ 社会的包摂と社会参加    

    

【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】    

①①①① ＜地域の共生型サロンの事業化促進と情報センターの設置＞＜地域の共生型サロンの事業化促進と情報センターの設置＞＜地域の共生型サロンの事業化促進と情報センターの設置＞＜地域の共生型サロンの事業化促進と情報センターの設置＞    

・南区の「むくどりホーム」、北区の「ねっこぼっこの家」など、コミュニティのなかで市民が立ち

上げた共生型サロン(仮称)が定着しつつある。これらの活動は多世代、若者自立支援、障がい者支援

を包括的に取り込んでおり、運営のノウハウなどを集積した情報センター設置が後進のためには有効

だと考えられる。 

{関連施策：地域における多様なふれあいの場の創出} 

 

②②②② ＜就学前子育て支援の徹底＞＜就学前子育て支援の徹底＞＜就学前子育て支援の徹底＞＜就学前子育て支援の徹底＞    

・障がいを抱えた子どもと、そうではない子どもたちとが出会える場を提供する就学前支援の実現は、

親たちの相互理解を深めるためにも、また地域で障がいのある子どもを認識し継続的に見守るために

も重要な取組みである。前者は福祉窓口で、後者は保健窓口でと区分されがちだが、一体化すること

で包摂される意義は高い。 

{関連施策：障がい者福祉と子育て支援} 

 

③③③③ ＜基礎学力の保障＞＜基礎学力の保障＞＜基礎学力の保障＞＜基礎学力の保障＞    

・ライフ・チャンスの衡平性を担保するために、すべての子どもに対して、社会参加の基盤となる基

礎学力を保障する取組みを実行する必要がある。高校中退者や若年無業者のなかには、義務教育を「形

式卒業」したために基礎的学力の習得ができていない若者が含まれている。そのような状況を回避す

るには、教育支援・補習授業支援に学校・地域・ボランティア・家庭が連携する取組みが必要である。 

{関連施策：子どもの権利、若者支援} 

 

④④④④ ＜子どもの参加権利を支援する社会教育の充実＞＜子どもの参加権利を支援する社会教育の充実＞＜子どもの参加権利を支援する社会教育の充実＞＜子どもの参加権利を支援する社会教育の充実＞    

・子どもたちの成長段階の早期において、キャリア形成の視点を含みながら、地域との触れあいや体

験学習を促進することが期待される。その役割を担う社会教育の一層の充実を図る取組みが重要であ

る。 

{関連施策：子どもの権利、若者支援} 
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・「テーマ２ 次世代を担う人づくり戦略」２－２ 未来を切り拓く人材の育成・「テーマ２ 次世代を担う人づくり戦略」２－２ 未来を切り拓く人材の育成・「テーマ２ 次世代を担う人づくり戦略」２－２ 未来を切り拓く人材の育成・「テーマ２ 次世代を担う人づくり戦略」２－２ 未来を切り拓く人材の育成    

【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】【横断的な取り組み】    

①①①① ＜社会的企業の起業化促進＞＜社会的企業の起業化促進＞＜社会的企業の起業化促進＞＜社会的企業の起業化促進＞    

・雇用創出を促すためにも、社会的企業の起業に関わる支援を充実させる必要がある。そのために必

要な情報の集積、コンサルティングの提供などを実施するセンターあるいは専門部署を設置する。 

 

②②②② ＜ユース・ビジネス・コーディネーター＜ユース・ビジネス・コーディネーター＜ユース・ビジネス・コーディネーター＜ユース・ビジネス・コーディネーター /  /  /  / ユース・コミュニティ・ワーカーの養成＞ユース・コミュニティ・ワーカーの養成＞ユース・コミュニティ・ワーカーの養成＞ユース・コミュニティ・ワーカーの養成＞    

・すでに若者支援総合センターにおいては、自立支援が必要な若者とコミュニティ・関連機関を結び

つける取組みが進められ実績をあげている。専門的なコーディネーターが育ちつつあるなかで、さら

にユース・ビジネス・コーディネーター あるいはユース・コミュニティ・ワーカーと呼ばれるよう

な人材を育成することに取り組まれたい。 
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                          ＮＰＯ法人ねおす理事長 高木晴光 

 

◇重点戦略「安全・安心」 

 

 ◆ 地域とは何か・・新しい概念が必要な時代 

いつも同じような言葉が並ぶ「地域コミュニティの促進、地域住民同士の支え合いやつながり

を生み出すコミュニティ形成、様々な団体の活性化や連携、適切な支援にたどりつける・・・」。 

新しく、具体的な施策を打ち出すための戦略ビジョンであるからには、施策を企画する段階で

イメージが膨らむものでありたい。固定概念を打ち破る必要がある。 

 

 ① 地域住民とは？ 地域の範囲は？  既存の「地域づくり」の概念からの脱却 

   行政では、地域を土地的範囲、地域住民とはそこに住む人と想定しているのではないか。 

   この概念を脱却しなければ、独創的・斬新的な施策は生まれないと考える。 

 

 人それぞれでもつ「地域概念」が異なる・・・札幌市内で実施した複数回のまちづくりワ 

ークショップでは、「自転車で動き回れる範囲」「最寄りの駅から歩いて帰る範囲」「小学校 

の学区くらい」「商店街も含む広さ」と様々であった。一方、「貴方にとって地域で幸せに暮 

らすとは？」と聞くと、「仲間、家族、信頼、安心、安全、笑い、会話・・」といった「人」 

にまつわる言葉が多く出る。病院、スーパー、銀行などのハードはむしろ少ない傾向がある。 

 地域とは、住む人が安心して暮らせる「居場所」が複数重なり合って初めて感じる概念で 

はないか？  

 

 このように考えると、人の行き来が盛んで、かつ情報社会の現代の「地域で暮らす幸せ感」 

は何も隣近所の顔が見える範囲だけに求めなくてもいいのではないか。異なる個性や役割 

を持つ人同士が、お互いに複合的、年代を越えて関係性を持てる、支え合いを「心」で感じ 

ることができる新しい「場」があっていいと思う。 インターネットを介在した「場」、隣 

近所だけではなく、多様な人が遠くからもいつも人が訪れることができる「場」であっても 

いい。 

  

地域づくりとは複数の「居場所づくり」であり、それらも重なり合うのが理想である。 

 

    ＊ 平成１６年度ですが、「あなたが創る、まちづくり読本」を資料添付致します。 
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  ② コミュニティとは何か？ 

「地域住民同士の支え合いやつながりを生み出すコミュニティの形成を促進する」だけでは

社会問題は解決しない。高齢化が進み子どもや若者住民が偏在する、マンション住民が多い札

幌では、そもそも従来のコミュニティの再形成がしづらい。コミュニティについての新しい概

念も必要である。 

ビジョンでは、社会問題の解決を地域住民が自己完結型で目指すようなイメージにならない

ように表現すべきと考える。限定的な範囲の地域住民以外とも「関わりづくり・ネットワーキ

ング」の促進が必要であるとの認識を反映させたい。 

 

コミュニティづくりの概念を、地域限定した地縁性だけでなく、知縁も含めた広域なつな 

がりも創造できるように、コミュニティの地域限定感から脱却すべきである。 

  

◆  顔の見える関係性づくり 

「様々な困難を抱える市民が孤立することなく適切な支援にたどりつけ・・・」 

社会的包容力の強化とあるが、それを誰が担うか、顔の見える関係性が必要である。社会的サ

ービスの機能は増えても、それを担っている人の人柄までがわからなければ、「信頼関係」は生

まれない。単なる機能でしかない。社会的包容力の強化には、「それを担う人」の存在が必要で

ある。 担い手（人材）の養成が、安全・安心の確保には必要である。 

 

◆ より広域的な視点からの安全・安心 と新たなコミュニティの創出 

① 災害支援 

 私達は１０年ちょっとの間に西日本、東日本と大震災を経験し、その間にも数多くの自然災

害が地域局所的に日本を襲った。そして、今日、日本は地殻の活動期に入ったと指摘され全国

で次の大地震が不安視されている。大災害の救助・被災地支援は、当該する市町村、都道府県

の単位では処理できない。全国広域的な連携を日頃より考えて、「その時」に備えておく必要が

ある。この備えは、自らの足元での災害対策意識を高めると考える。 

 また、人口が集中する大きな都市にはマンパワーや技術が集中するので、過疎地の災害支援

の責務があるのではないか。日本全体の支え合いをリードする位のビジョンがあってもよい。 

 

② 道内の過疎地との関係 

 人口は総じて減少であっても、それは日本全体の問題であり、北海道における札幌の一極集

中の傾向は変わらない。その中にあって、札幌市は食糧や人材を供給する過疎地町村との連携

もしやすい環境づくりの責務があると考える。その履行はひいては、新しいコミュニティづく

りにもつながる。 

 例えば、 

ある過疎農村地域と高齢者団地の関係性をつくり、直売を行う。 

ノウハウを持つ高齢者グループ施設が、そのノウハウを転移する。 

子どもや大人の農山漁村体験や社会的インターンシップ 
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◇ 重点戦略  次世代 

 

◆ 付け加えたい現状と課題 

・札幌には大学、専門学校など高等教育機関が集中し、全国から多くの学生が札幌に居住す 

るが、卒業後に道内・道外出身学生問わず、北海道から流出する。 

   ・未来に 夢を描き希望を持つ若者が少なくなっている。 

   ・就労した若者の離職率も高まっている。 

   ・雇用環境が大変化している社会状況のなかで、すべての若者がグローバル化に対応した人 

材、福祉介護を担う人材に育まれることは幻想である。また能力の高い若者だけに偏った 

育成しても、その他多くの若者の雇用は望めない。だからと言って経済活性化、雇用数の 

増大だけを求めて、次のここ１０年で解決の明確な目途はない。 

・さまざまな雇用形態の中で自らの能力を高めてゆける環境整備が必要 

   ・情報過多時代、安定的な雇用が続いていた時代の後に今の若者は置かれている。 

・様々な職業が二次情報、三次情報だとなり、自らが体験的に働き「働く」とは何かと問え 

る機会が少なくなっている。 

 

 ２１、２２年度と国の社会起業創造のインターンシップ事業をコーディネイトし８０名（学

生、失業者、主婦）程の起業支援を行ってきた。実際に起業に至っている人は２０名ほどだが、

その他ほとんどの方が現在もアルバイト、パート契約をしながら未来の起業を目指している。 

日本人は雇われる就労に慣れて来てしまった。雇用される関係ではなく、自ら小さな起業を

起こし一人でも二人でも自らが雇用する起業精神・マインドの育成が今、必要である。 

 

◆ 札幌の将来を支える人材育成 

「グローバル化する社会経済環境の中で活躍できる人材育成」を掲げることは美しいが、こ

れは、格差も広がる新自由主義の発想そのものだと思う。多くの若者にも期待と希望があるビ

ジョンでありたい。 

 人材像は都市像とも連結している。どのような札幌なのか？ それは・・ 

・多様な人が集まり多様なモノ・コト・サービスが産れる創造的な、可能性ある街。 

   ・文化、芸術、福祉、自然、国際が洗練し融合、そして仕事もある暮らしやすい街 

 

その上での次代を担う人づくり、 

 ①個々の個性を活かした多様な働き方を学べる仕組みづくり 

 ②多様な人々が出会い、お互いに学び合い新たな仕事を創り出せる人材育成 

 ③産・学・ＮＰＯ・地域が連携した学びができる仕組みづくり 
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１ 地域と行政の連携 １ 地域と行政の連携 １ 地域と行政の連携 １ 地域と行政の連携 

 ◯多様な地域課題の解決には、課題を一番理解している地域住民が取り組むことが効果的。 

 ○まちづくりセンターを自主運営化した石山地区では、解決できた地域課題・案件が増加。 

 ○地域のことは地域で決める市民自治推進のために、まちセン自主運営化は進めるべき。 

 ○地域には町内会、社協、ＮＰＯなど様々な団体が関わっており、連携・役割分担が必要。 

 ○こうした地域活動を担う住民や各種団体と、行政との連携が今後ますます重要。 

 

 

２ 人がまちをつくり、まちが人を育てる ２ 人がまちをつくり、まちが人を育てる ２ 人がまちをつくり、まちが人を育てる ２ 人がまちをつくり、まちが人を育てる 

 ◯安心な地域づくりには、住民同士によるお互いの助け合いが重要であり、原点。 

 ◯隣近所をはじめとするコミュニティ再生が必要（石山地区では「あいさつ」活動を長年継続）。 

 ◯町内会と商店街が連携した取組も活発（イルミネーション、地場農産品の「朝市」など）。 

 ◯朝市から発展した高齢者のコミュニティサロン「駅」も開催（食事＋講演・体操など）。 

 ○地域と地区内３小学校との連携による「子ども協議会」の活動も実施（ごみ拾いなど）。 

 ○地域の良いところや取組を積み重ね、伸ばしていくことが「まちづくり」、「人づくり」に重要。 

資料２－６ 
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重点戦略テーマにおける留意点 重点戦略テーマにおける留意点 重点戦略テーマにおける留意点 重点戦略テーマにおける留意点 

 

１．コミュニティの形とは １．コミュニティの形とは １．コミュニティの形とは １．コミュニティの形とは 

 ◯そもそもコミュニティの形成が可能なのかどうか 

 地域社会＝高齢者・主婦・子ども 

   ↑それ以外の属性の不在 

 ◯地縁だけでなく、趣味のつながりもコミュニティ 

 cf.デジタル世代のコミュニティ観 

 ◯地域の数だけコミュニティはある 

 ◯地域の高齢者の中には元気な人もいる⇔大学生の取込み 

 →世代の分断の解消 

 ◯新しいコミュニティの形 

  高齢者と若者の繋がり 

 ↑行政ができるのは機会・場の提供？ 

 

２．若者の流出 ２．若者の流出 ２．若者の流出 ２．若者の流出 

 ◯仕事が無いならつくる、ということを許す気質・制度であるか 

  （起業が必ずしも良いとは限らないが） 

 ◯道外人材の活用 

 札幌は住みやすい・独特さが無いので馴染みやすいという特色 

 

３．現状の教育への対応 ３．現状の教育への対応 ３．現状の教育への対応 ３．現状の教育への対応 

 ◯理想にのみ焦点を合わせていないか 

 →現状のマイナス面の解消はどうするか 

 ◯現行制度のもと市政としてやれる範囲で、札幌市としての教育観を反映させること 

 →教育で目指すべきことの共有 

  ex.環境の変化に対応する力、自立等 

資料２－７ 


